
群馬県教育委員会
（健康体育課）

令和元年度保健体育科授業充実事業

中学校保健体育科授業実践事例
球技＜バレーボール＞



１ 保健体育科授業充実事業の概要

中学校保健体育科授業の充実を図るため、授業実践上の課題を明らかにし、課題

解決のための方策等を具体化することで、教師の指導力の向上に資する。

保健体育科授業の充実

教師の指導力の向上

授業充実検討委員会の開催

授業実践上の課題を改善するための指導の在り方について研究

公開授業の実施

○委員が所属する学校を 「授業充、

実協力校」として指定

○研究成果を県下に広めるため、

授業を公開

研究成果のまとめ

中学校保健体育科授業の充実を図るための資料を作成

授業研究会

○公開授業をもとに、授業充

実のための方策を研究協議

○指導・講評

○情報提供

授業充実事業とは



２ 実践事例

＜参考資料＞

①学習指導案

②学習カード等

令和元年度授業協力校及び授業充実推進員

前橋市立宮城中学校 川村 尚也 教諭

令 和 元 年 度 授 業 充 実 検 討 委 員

大川 紀章 （中部教育事務所）

茂木 栄一 （前橋市教育委員会）

小山 靖弘 （ 健 康 体 育 課 ）

［参考資料］

・中学校学習指導要領解説保健体育編【文部科学省 （平成２０年９月）】

・中学校学習指導要領解説保健体育編【文部科学省 （平成２９年７月）】

・はばたく群馬の指導プラン【群馬県教育委員会 （平成２４年３月）】

・はばたく群馬の指導プラン実践の手引き

【群馬県教育委員会 （平成２６年３月）】

・はばたく群馬の指導プランⅡ【群馬県教育委員会 （令和元年８月）】

中学校 保健体育）・評価規準の作成,評価方法等の工夫改善のための参考資料（

（ ）【国立教育政策研究所 教育課程研究センター】 平成２３年７月

・学習評価の在り方ハンドブック（小・中学校偏）

（ ）【国立教育政策研究所 教育課程研究センター】 令和元年６月

期 日：令和元年１０月１６日（水）

会 場：前橋市立宮城中学校

単 元：体育分野 Ｅ 球技 「ネット型」

バレーボール

学 年：１年

授業者：川村 尚也 教諭 ・ 都丸 優衣 教諭



 

保健体育科 学習指導案 
令和元年１０月１６日（水） ５校時 

１年Ａ・Ｂ組 指導者 川村 尚也（T1） 
都丸 優衣（T2） 
場所 宮城体育館 

 
 
 
 
Ⅰ  単元名   球技 「ネット型」  バレーボール 
 
Ⅱ  単元・題材の考察 
 １ 教材観 
 （１）一般的特性 
  ・ネットをはさんで相対するチームが、サービス、レシーブ、トス、アタック、ブロックなどの技術を用い、

３回以内に相手コートに返球し、一定の得点に早く到達することを競い合うスポーツである。 
・ネットをはさんで行うことによって、混戦したボールの奪い合いがなく相手に邪魔されない。そのため、

自分のチームに適した作戦を組み立て、実践しやすい。 
  ・プレーやルールも理解しやすく、チーム全員がボールに触れる機会がある。ラリーを続けることができた

ときには、得失点に関係なく全員で楽しさを味わうことができる。そのため、個々のボールのコントロー

ル技能が要求される競技でもある。また、ボールをつないで得点をするためには、仲間と協力するチーム

ワークも求められる。 
  ・スピードと変化のあるプレーにより、敏捷性や巧緻性、筋持久力などが高まる。また、様々な状況に応じ

たボール操作を瞬時に判断して行うので、冷静さと集中力が身に付く。仲間と連携したプレーにより得点

を競い合うため、協調性も身に付く。 
（２）生徒から見た特性 

  ・バレーボールは、実業団や日本代表の国際試合など、テレビ放映も頻繁に行われ、生徒にとって認知度も

高い。 
・ボールを保持することができないので、初期の段階ではボールをうまくコントロールすることができずラ

リーにならない傾向にある。そのため、ゲームが盛り上がらずに楽しさを感じられないことがある。 
・ネットの高さが２ｍを超えるため、身長の低い生徒はアタックを打つのが難しい。 
・レシーブ、トス、アタック、ブロックなど、役割分担がはっきりしているため、身長の高低に関係なくゲ

ームに参加し、力を発揮することができる。 
・仲間と協力してラリーを続けることができたときやアタックを打つことができたときには生徒一人一人が

楽しさや満足感を得ることができる。 
     

２ 生徒観 
   １年Ａ・Ｂ組（男子３０名、女子２３名、計５３名）に本単元に関わるアンケートをしたところ、結果は

以下の通りである。 
［知識及び技能］ 
①バレーボールの授業で楽しみにしていることは何か 
 ・協力して楽しむこと  ・トスをすること  ・アタックを打つこと  ・試合  等 

【授業の視点】 
  チームごとに作戦を立てる場面において、ラリーが続いている映像を見て、ボールを持たないときの動き

に着目させて話し合わせたことは、ラリーを長く続けるために有効であったか。 



 

②バレーボールの授業で不安なことは何か 
 ・速いボールがとれない  ・ケンカをしてしまう  ・仲間の足を引っ張りそう   ・けが 
・友達の期待に応えられない  ・ルールが分からない ・ボールがうまくコントロールできない 等 

   以上の結果から、生徒は協力したり、技能を向上させたりすることに楽しみを求めていることが分かる。

また、バレーボールは、自分のボールのコントロールミスが直接相手の点数になってしまうため、ミスをし

たくないと回答する生徒が多く見られた。小学校では、簡易ルールでのソフトバレーボールを経験している

が、バレーボールの特性やルール、技術や戦術の名称等は理解が浅い。また、体つくり運動の授業でボール

を投げる運動をしたが、ボールを上手に操作する基本的な技能は高いとはいえない。 
 

［思考力、判断力、表現力等］ 
  ③チームで話合いをするときに気をつけていることは何か 
   ・仲間の気持ちを傷つけないようにしている  ・友達の意見をしっかり聞く   

・みんなの意見を取り入れる  ・相手の意見を尊重すること  ・自分と違う考えを受け入れる 等 
   学級活動や他の授業の様子から、話合い活動には協力して参加している様子が伺える。しかしながら、③

の結果から、友達の話を聞くときのマナーや心構えは身に付いているが、自分が考えたことを他者に伝える

ことに積極性が見られなかった。 
 

［学びに向かう力、人間性等］ 
④保健体育の授業は好きか 
  好き ３０人    まあまあ １８人   あまり好きではない ４人   嫌い １人 

⑤体育の授業でどんなときに楽しいと感じるか 
 ・目標を達成できたとき  ・新しいことを習うとき  ・みんなで協力して試合をするとき 
 ・技能が向上したとき   ・正々堂々と勝負するとき 等 

⑥バレーボールは好きか 
  好き １８人    まあまあ ２５人   あまり好きではない ９人   嫌い １人 

   ④、⑥から、多くの生徒が保健体育の授業を楽しく感じ、バレーボールも好きであると答えている。しか

し、好きではないと答えている生徒も少なくない。楽しさを感じる要因として、技能の向上や目標の達成、

仲間との協力が多く挙げられた。 
 

３ 教材の系統 

小 
５年 
６年 

○ソフトバレーボールやプレルボールを基にした簡易化されたゲーム 
・ボール操作とボールを持たないときの動きによって、簡易化されたゲームをする。 

中 

１年 
２年 

○バレーボール 
・ラリーを続けることを重視し、ボール操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所

をめぐる攻防をする。 

３年 
○バレーボール 
 ・ポジションの役割に応じたボール操作によって、仲間と連携した「拾う・つなぐ・打つ」

の流れで攻撃を組み立てるなど、空いた場所をめぐる攻防する。 
 
 
 
 



 

Ⅲ  単元の目標 

知識及び技能 
・バレーボールの特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力

を理解させるとともに、ボールの操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所

の攻防をすることができるようにする。 
思考力、判断

力、表現力等 
・攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向けた運動の取り組み方を

工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 
学びに向かう

力、人間性等 
・バレーボールの学習に積極的に取り組むとともに、作戦などの話合いに参加し貢献し

たり、フェアプレイを守ったりして、仲間と助け合いながら運動できるようにする。 
 
Ⅳ  評価規準     

知識・技能 

・バレーボールの特性や成り立ちについて言ったり、書き出したりしている。 
・技術の名称や行い方、その運動に関連して高まる体力について、学習した具体例を挙

げている。 
・基本的なボール操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防がで

きる。 

思考・判断・表現 
・自己やチームの課題に気付き、その解決に向け運動の取り組み方を工夫している。 
・自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・健康、安全に気を配っている。 
・バレーボールの学習に積極的に取り組もうとしている。 
・フェアプレイを守り、作戦などの話合いに参加しようとしている。 

 
Ⅴ  指導方針 
 「つかむ」過程 

○ゲームで安定したボールコントロールができるように、対人パスの練習を毎時間行うようにする。 
◯基礎練習では、落ちてくるボールの落下点に入ること、ボールの中心を捉えること、正しく構えることを習

得するために、ピンポン玉を使用する。 

◯意欲を高めたり運動量を確保したりするために、単元最初の段階から簡易ゲームを行っていく。 

◯単元前半は、一人一人がボールに触れる回数を増やすため、２対２や３対３の人数で、バドミントンコート

を使用してゲームを行うなど、プレーヤーの人数やコートの広さを工夫する。 
 ○空いた場所を意識した動きを身に付けることができるように、ボンバーゲーム等の簡易ゲームを取り入れる。 

「追求する」過程 
◯生徒一人一人が目標を持って授業に取り組めるようにするために、めあてを提示するとともに、チームの課

題や練習方法、作戦などを全体やチームで確認し、話し合う時間を設ける。 
◯学習の出来映えを確認したり次時への課題を持たせたりするために、めあてに沿った振り返りを行う。 
◯チーム内で意見交換しながら課題や作戦を考え、チーム内で共通理解させるために、それぞれのチームに作

戦ボードを活用させる。 

○初歩段階では、サーブを行うことが難しく、ラリーが続きにくい。そのためゲームでは、ラリーが続く楽し

さを味わわせるために、サーブを簡易化したり、返球回数等のルールを工夫したりする。 
「まとめる」過程 
○最終的には、６人対６人のバレーボール大会を行うことができるようにするため、毎時行う簡易ゲームは、

プレーヤーの人数を徐々に増やしていったり、ルールの難易度を徐々に高めたりしながら、スモールステッ

プで行う。 



 

Ⅵ  指導計画（本時は、全１１時間中の５時間目） 
時間 学習活動 支援及び留意点 評価項目(評価方法) 

① 

○オリエンテーション 
 ・特性や成り立ち、技術 
 ・学習の進め方・見通し 
○ボンバーゲーム 

（２対２） 

・ボールを使用しないボンバーゲームを行

うことで、苦手な生徒も楽しんで活動で

きるようにする。 
・かけ声をかけながら、ボールキャッチ、

スロー、パスがスムーズにできるように

させる。 

・バレーボールの基本用語や

技術、ルール等の特性を理

解することができる。【知・

技】(観察・学習カード) 
・進んで活動している。【主】

(観察・学習カード) 

② 

○オーバーハンドパス 
○アンダーハンドパス 
○ボールキャッチゲーム 

（２対２） 

・声の出し方やボールを受ける前の構え

方、体の動かし方等の基本技能ポイント

を理解させる。 
・ボールキャッチゲームを通して、ボール

の落下点に移動できるようにさせる。 

・基本のパスの動きを理解し

ている。【知・技】(観察・学

習カード) 
 
 

③ 

◯基本練習 
○円陣パス 
○ボールキャッチゲーム 

（３対３） 

・円陣パスを通して、ボールの動きに合わ

せて体の向きを正対させる。 
・ボールキャッチゲームを通して、構え方

やボールを捉える位置への移動の仕方

が大切であることに気付かせるように

する。 

・味方が操作しやすい位置に

ボールをつなぐことができ

る。【知・技】（観察） 
 

④ 

○基本練習 
○簡易ゲーム（３対３） 
 ・キャッチなし 

・バウンドあり 
○ゲーム前に作戦、後に振り

返りの話合いをする。 

・話合いを通して、チームが得点をとるた

めに、チームで何が大切なのか、考えさ

せる。 
・個人のボール操作の技能だけでなく、ボ

ールを持たないときの動きも大切であ

ることに気付かせる。 

・つまずきの事例を参考に、

仲間の課題や出来映えを伝

えている。【思・判・表】(観
察) 

 
 

⑤ 
(本時) 

○基本練習 

○簡易ゲーム（３対３） 
 ・キャッチなし 

・バウンドあり 
 

・ラリーが続いている映像から、ボールを

操作しないときの動きに着目させ、ラリ

ーが続くために必要なポイントに気づ

かせる。 

・ボールを持たないときのよ

い動き方に気付き、仲間に

伝えることができる。【思・

判・表】（観察・ホワイトボ

ード） 

⑥ 

○基本練習 
○簡易ゲーム（３対３） 

・キャッチなし 
・バウンドあり 

・自コートに空いた場所を作らないよう定

位置に戻ったり、攻撃に備える構えを取

ったりすることをおさえ、どのようにメ

ンバーが動けば、相手コートに返球でき

るか考えさせる。 

・相手の打球に備えた準備姿

勢をとることができる。

【知・技】（観察） 
 
 

⑦ 

○基本練習 
○三段攻撃の練習 
○簡易ゲーム（３対３） 
・１本目キャッチあり 
・ワンバウンドのみあり 

・三段攻撃を理解させる。アタックや返球

する場所を工夫させる。 
・自分に適した役割を考えさえ、自分がど

のように動けば点が取れるのか考えさ

せる。 

・相手側のコートの空いた場

所にボールを返すことがで

きる。【知・技】（観察） 
 

⑧ 

○基本練習 
○三段攻撃の練習 
○ワンバウンドゲーム 

（６対６） 
・２本目のみキャッチあり 

○ゲーム前に目標やフォーメ

ーション、作戦を考えさせ

る。 

・前時までの活動を振り返ることで、ボー

ルを操作しないときの動きや空いた空

間を攻撃するよう意識させる。 
・チームの課題を見付けさせる。 
・ゲーム後に、失点するときのパターンを

振り返ることで、課題に気付けるように

する。 

・仲間と教え合いながら、話

合いやゲームをすることが

できる。【思・判・表】（観

察・ホワイトボード） 
・狙った場所にボールをコン

トロールできる。【知・技】 
（観察） 
 

⑨ 

○基本練習 
○課題別チーム練習 
○ワンバウンドゲーム 

（６対６） 
・２本目のみキャッチあり 

 ・ノーバウンドで得点した

場合２点 

・チームの課題を解決する練習や作戦を考

えさせる。 
・作戦が実践で生かせているチームには、

勝ち負けにかかわらず、称賛する。 
 
 

・チームの課題を解決するた

め、考えたことを伝え合っ

ている。【思・判・表】（観

察） 
・積極的に練習や試合に取り

組んでいる。【主】(観察) 
 
 

⑩ 
⑪ 

○バレーボール大会 
・ワンバウンドゲーム 
・三段攻撃で得点した場合

２点 
・ノーバウンドで得点した

場合３点 
・ローテーションあり 

・作戦やポジションを意識してゲームに取

り組ませる。 
・良い指示や掛け声をしているチームは称

賛する。 
 

・仲間や相手に合わせて連携

した動きができる。【知・技】

(観察)  
 
・周囲に声をかけて、積極的

に練習や試合に取り組んで

いる。【主】(観察) 
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Ⅶ  本時の学習（本時は５／１１） 
 １ ねらい 
    ボールを持たないときの動きに着目させた話合い活動を通して、自己の課題やチームの課題を見付け、

それを仲間に伝えることができる。 
 ２ 準備・資料 
   ボール 木の板 マーカー ピンポン玉 学習カード ホワイトボード 作戦ボード 鉛筆 ネット 

ポール タブレット プロジェクター スクリーン アンプ 
 ３ 本時の展開   

学習活動 時間 指導上の留意点・支援    ※評価項目 
１ 準備運動・アップを行う。 

(１)チームごとに体操をする。 
 (２)基本練習をする。 
  ・木の板を使ったアンダーハン

ドパス 
  ・マーカーを使ったオーバーハ

ンドパス 
  ・オーバーハンドパス 

・アンダーハンドパス 
・対人パス 

 
 
 
 

１３ 
 
 
 
 
 

 

 
◯チームごとに体操、基本練習をする。 
○指や手首はけがをしやすいので、よく伸ばすように助言する。 
○アンダーハンドパスでは落下点と面を意識できるように木の

板とピンポン玉を使って練習する。 
◯オーバーハンドパスでは落下点と三角形を意識できるように

マーカーとピンポン玉を使って練習する。 
○対人パスではボールを捉える位置への移動と構えができるよ

うに声をかけながらパスをするように促す。（T1、T2） 
 

２ めあてを確認し、本時の見通し

を持つ。 
(１)あいさつ 
(２)本時の学習活動をつかむ。 
 

 
 
 
 
 
３ ラリーが続いている映像から、

パスを上手くつなぐ動きを分析

する。 
 
 
 
 
 
 
 
４ ３対３のゲームの作戦を考え

る。 
 
 
 
 
 
 

 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

○姿勢を正して挨拶をさせるとともに、健康観察を行う。(T1) 
○本時の流れを説明することで、学習の見通しを持たせる。(T1) 
 
 
◯本時のめあてを受け、個人の目標を考えさせる。 
○前時の学習から本時のめあてにつなげることができるよう、

発問しながら生徒の必要感を引き出す。(T1) 
 
○映像を見て、ボールを持たないときの動きに着目させ、どのよ

うに動けばボールに触れることができるか考えさたり、ボー

ルを持たないときの動きに着目させ、構えや目線、動き出すタ

イミングに気付かせる。（T1、T2） 
◯味方がボールを操作するとき、ボールを持たない人の動きに

着目させ、フォローやカバーの意識も持てるようにする。 
 
 
 
 
○作戦ボードを活用し、ポジションや動き方を共通理解する。 
○映像を見た感想から、どうすればラリーが続くのかを考えさ

せ、自己の課題やチームの課題を明確にさせる。（T1、T2） 
 
 
 
 

めあて：ボールを操作しないときの動き方を工夫して、ラリーを続ける方法を見付けよう！ 

【予想される生徒の反応】 
 ・落下点に入るのが速い。 

・返球した後、元の場所に戻っている

ね。 
 ・相手がボールを返す瞬間には動き

始めているね。 
 ・目線はボールじゃなくて、敵を見て

いるなぁ。 

※自己やチームの課題を見付け、動き方を考えたり、仲間に伝えたりす

ることができる。【思・判・表】（観察・ホワイトボード） 

【予想される生徒の反応】 
 ・今まではボールが返ってきてから

動いていたけど、相手をよく見て、

返ってくる前に動こう。 
 ・定位置を決めて、返球したらそこへ

戻って、スペースをなくそう。 
 ・スペースをなくせるようなフォー

メーションにしてみよう。 



 

５ ゲームを行う。 
≪ゲームのルール≫ 
・ワンバウンドあり 
・キャッチなし 
・サーブは両手下投げ 

 
 
 
 

１３ 
 
 
 

 

 

◯１６チームの場所を危険のないように配置する。(T2) 
○ゲーム中にプラスの声掛けや励まし、チームメイトに対する

支持などがあれば、その場で称賛する。（T1、T2） 
◯ゲームでは、本時の目標や作戦を意識させる。（T1、T2） 
◯教師は、見回りながら本時の練習の成果が現れた動きについ

て積極的に称賛し、生徒に意欲・自信を持たせる。（T1、T2） 
◯チームの勝敗だけを競うのではなく、チームの目標を達成で

きるようにチームで協力し合うことを助言する。（T1、T2） 
６ チームごとに反省会を行う。 
 ・良かった点、悪かった点につい

て考える。 
 ・チームの課題に対する成果につ

いて話し合う。 
７ まとめをする。 
 

 
５ 

 
 
 
 
２ 

○自己やチームの課題は達成することができたか、一人一人の

動きについてチームで話し合わせ、次時はどうしたいか考え

るよう支援する。（T1、T2） 
◯めあてに対する振り返りができるようにする。 
 

◯本時の授業をやってみて、よかったこと、次への課題を考えさ

せ、数名に発表させる。 

○次時は、相手の攻撃に対して具体的にどのように動けばよい

か学習することを告げ、次時の見通しを持たせる。 

 

【予想される生徒の反応】 
 ・ボールの動きを予想して、動くこと

ができた。 
 ・空いているスペースを見付けて動

くことができた。 
 ・体はいつもボールに向けておくと

よい。 
 ・返球したらすぐにポジションにも

どってくるとよい。 



保健体育 学習カード バレーボール                     １年  組 名前          
①   月  日（  ） ②   月  日（  ） ③   月  日（  ） ④   月  日（  ） ⑤   月  日（  ） ⑥   月  日（  ） 
本時のめあて 
◯バレーボールの特性を

理解しよう 

本時のめあて 
◯アンダーハンドパスと

オーバーハンドパスの

コツをつかもう 

本時のめあて 
○味方が操作しやすいよ

うにボールをつなごう 

本時のめあて 
○つまずき事例を参考

に、チームが得点を取

るために大切なことは

何か見付けよう 

本時のめあて 
◯ボールを持たない時の

動き方を工夫して、ラ

リーを続ける方法を見

付けよう 

本時のめあて 
◯攻撃に備える構えや動

き方理解し、ラリーを

続けよう 

目標 
 
 
 
 

目標 目標 目標 目標 目標 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 
反省・感想 
 
 
 
 
 
 

反省・感想 
 

反省・感想 
 

反省・感想 
 

反省・感想 
 

反省・感想 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 



                    １年  組 名前          
⑦   月  日（  ） ⑧   月  日（  ） ⑨   月  日（  ） ⑩   月  日（  ） ⑪   月  日（  ）  
本時のめあて 
◯３段攻撃をしてみよう 

本時のめあて 
◯３段攻撃をするために

改善すべき、自分やチ

ームの課題を見付けよ

う 

本時のめあて 
◯チームの課題から適切

な練習を選び、チーム

力を高めよう 

本時のめあて 
◯ゲームを楽しもう 

本時のめあて 
◯ゲームを楽しもう 

 

目標 
 
 
 
 

目標 目標 目標 目標  

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

評価（Ａ・Ｂ・Ｃ） 
･意欲的に取り組めた  （  ） 
･自分やチームの課題を見付ける

ことができた     （  ） 
･友達と意見交流できた （  ） 

･目標を達成できた   （  ） 

 

反省・感想 
 
 
 
 
 
 

反省・感想 
 

反省・感想 
 

反省・感想 
 

反省・感想 
 

学習を終えて 

先生から 
 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 

先生から 
 
 



Ⅷ 授業の様子 
①木の板を使ったアンダーハンドパス練習、マーカーを使ったオーバーハンドパス練習 

 
 
 
 
 
 
 
 
②本時のめあての確認 

 
 
 
 
 
 
 
 

③映像を見て、パスをつなぐ動きの分析 
 
 
 
 
 
 
 
 

④チームごとに作戦を立てる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

落下点と面を意識！ 

落下点と三角形 
を意識！ 

ボールを操作しないときの動きを 
工夫しよう！ 

ボールを操作しないときの 
動きって何だろう？ 

映像の選手達は、な

ぜ、ラリーが続いて

いるのかな？ 

・ボールを見極めて

る！ 
・常に動いてる！ 

味方がボールを持ってるとき

はどう動けばラリーが続くか

な？ 空きスペースを埋める動きを

していこう！ 



⑤ゲーム 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑥チームごとに振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦まとめ 
 
 
 
 
 
 
 

 

ボールの見極めを早く

しよう！ 

スペースに素早く移動

しよう！ 

ラリーは続いたかな？ 
目標の動きはできた？ 

次は、もっとスペースを意識

して動こう！ 

ラリーを続けるために、どのようなことに

気を付けたかな？ 

カバーを考えながら動きました。上手にで

きなかったので、次の試合でもっと上手く

なりたいです！ 



まとめ 
１ 「単元づくり」「授業づくり」にあたって（単元構想・授業構想） 
 「バレーボール」の単元・授業を構想するにあたり、次の３項目を重点とした。 
（１）オーバーハンドパス、アンダーハンドパスのポイントを理解し、ボールを操作できること。 
                                      【知識及び技能】 
（２）映像資料をもとにして、自己やチームの課題に気付き、他者に伝えること。 

【思考力、判断力、表現力等】 
（３）チームの一員として話合いやゲームに参加し、積極的にバレーボールに取り組むこと。 
                                【学びに向かう力、人間性等】 
 
（１）については、事前アンケートから、自分のボールコントロールミスが直接相手の点数になってし

まうため、ミスをしたくないと回答する生徒が多く、チーム内で技能の上位生徒にプレーを任せてしま

う傾向にあるのではないかと推測した。このことから、全員が正しいパスのポイントを把握しボール操

作を身に付けることで、ミスを恐れることなく、積極的に２つのパスを使用しながらゲームに参加する

ことができると考えた。そこで、本単元では、ボール遊び感覚の中から技能を習得できるような教具を工

夫し、毎時間授業の導入で基本練習を行った。痛みや怖さを和らげ、ボールの中心を捉えることがわかり

やすいように、ピンポン玉を使用することとした。オーバーハンドパスでは、マーカー（お椀状になって

いるコーナープレート）を利用して、おでこの前で落下してくるピンポン球をキャッチさせることで、手

のひらの構え方やボールを捉える位置を意識できるようにした。また、アンダーハンドパスでは、木の板

を利用して、落下してくるピンポン玉を面で捉えることを意識できるようにした。 
 
（２）については、アンケートや今までの授業の様子から、話合いの場面では仲間の意見を尊重したり

協力したりする姿勢は見られるが、自分の意見を他者に伝えることには積極的ではない傾向にあった。

また、技能の上位生徒の考えがチームの考えになりがちで、技能の下位生徒の意見が話合いに生かされ

ていない傾向も見られた。このことから、映像資料を提示し、構えや目線、動き出すタイミング等の具体

的な視点を与えて見させることで、誰もが自己やチームの課題に気が付くことができるようになる。そ

して、授業の中に話合いの場面をしっかり設けることで、一人一人が気付いたことを他者に伝えること

ができるようになると考えた。 
 
（３）については、技能向上によるチームでの活躍やプレーが上手くいったときの達成感などが生徒の

運動に対する積極性に関係すると考えた。このことから、基本的な技能の習得状況を加味したチームの

編成とチーム内での個々の役割の明確化、また、互いに声を掛け合うことによる授業の雰囲気づくりに

重点を置き、毎時間ゲーム行うことで自己有用感、自己肯定感が持てるように意識した。 
 
２ 授業研究会の協議より（○：良かった点 ●：課題及び改善点） 
（１）教師の生徒への関わり方 
 ○２人の教師で分担してチームを回り、「前回と比べてどこがうまくいき、なぜよかったのか」を質問

して、生徒の考えを引き出していた。 



○Ｔ１、Ｔ２が各グループを巡回しており、個に応じた支援（アドバイスや褒め等）が充実していた。 
●Ｔ１、Ｔ２がアドバイスをする際、アドバイスする視点のズレがあった。同一の視点で技能ポイント

の声かけを行いたい。 
 
（２）めあての提示、課題設定、見通しの持たせ方 
○映像を見せる場面で、１回目は普通に見せ、２回目は着目点（視点）を伝えて見せていたので生徒が

課題に気気付きやすかった。 
○前時の課題と映像を比較させ、本時のめあてにつなげられた。 
●本時のめあてを達成するには、作戦の幅が広すぎていた。 
●「ボールを持たないときの動き」に視点をもっと絞って活動させるとよい。 
●ボールを持たない人の動きが、ラリーを続ける上で何が重要になるのか共通理解させたい。 
 

（３）教材等の工夫 
○ドリル練習、教具が工夫されていた。（マーカーや木の板でピンポン球を受ける） 
○各班の目標・作戦・反省を書かせる作戦ボードの活用が有効であり（やること等が明確で、班のこと

が全体で共有できる）、ホワイトボードに貼ることで、全体で共有できていた。 
○３人グループで行うことにより、話合いで意見が出やすく、練習やゲームでボールに触れる回数が多

くなっていた。 
●教材が充実していたが、書くもの（ホワイトボード、学習カード等）が多く、生徒が大変そうであっ

た。 
●映像の中でポイントとなる部分に○を付けることで、もう少し見やすくなるとよい。 
●確認の時間を設定し、周りで観察する人を増やしたり、映像を増やしたりし、自分たちの動きが客観

的に見られるようにするとよい。 
●「ワンバウンドあり」でゲームを行うと、ボールを持たないときの動き（走り回る、予測する）を意

識しなくてもラリーを続けることができてしまうので、今回はノーバウンドでやってもよかったの

ではないか。 
 

（４）発問、板書 
○「なんで？」と発問することにより、答えを引き出したり、生徒に気付かせたりし、対話的で深い学

びになっていた。 
○映像を見て気付いたことを生徒から引き出していた。 
●一度話合いを行ってから、意見を出すとよい。 
 

（５）伝え合いの活動 
○話合い、反省会がチームとしてでき、個人でも学習カードを活用して、振り返りができていた。 
○映像があることで視点が絞られ、動きの分析がしやすく、生徒からも意見が出ていた。 
○考えさせる時間が確保されており、学習のめあてをよく理解させることができていた。 
○班の中で、技術的なことを教え合う姿が見られた。 



●「生徒が、何を伝え合えれば、本時のめあては達成できたのか」を明確にしたほうがよい。 
●ゲームを観察する人を置くとよかった。観察者の意見でチームの反省会の話合いも深まったと思う。 
●映像を見ながら、全員が考えられるように、近くの人と話し合わせて発表でもよい。 
 

（６）生徒の様子 
○意欲的に協力して、チームごとのウォーミングアップや練習、ゲームに取り組めていた。 
○男女の仲がよく、男子が女子に教えている場面があり、男女共習がよくできていた。 
○教師の発問に対する反応がよく、楽しそうに活動していた。 
○活動と話合いのメリハリがあり、生徒たちがしっかり切り替えて授業に取り組んでいた。 
○本時のめあてに対して、振り返りできている生徒が多かった。 
●活動中、目標を意識しながら取り組んでいるグループが少なかった。 
●ゲーム中、手を組んだままの生徒が多く、ボールが高く上がってもアンダーハンドパスで取ってい

た。 
●自分の動きに集中しすぎて、声かけやコミュニケーションが少なかった。 
●技能の下位生徒にとっては、課題に対する成果を振り返るのが難しそうだった。 
 

（７）指導計画・指導内容 
○生徒の行動が素早く、規律がしっかりしていた。 
○少人数での活動で、一人一人の運動量が確保されていた。 
○基本技能を習得する時間（基礎ドリル）がしっかり確保されていた。 
●ラリーを長く続けるという目標に対して、ワンバウンドのゲームは適していたのか。（落下点が違う,
動きが違う等）。 

●ゲームの間に、作戦に迫れたかどうか確認する時間があってもよかった。 
 
３ 生徒の変容 
 【知識・技能】   
   生徒の感想では、「手の三角形がうまくできたからパスがまっすぐ上げられた」「ボールの落下点

に入れた」「腕の面が違う方向を向いてしまったからボールが後ろにとんだ」「落下点に素早く入るた

めにボールの動きを先読みすることが大切だと思った」等の記述があり、技能ポイントを意識したプ

レーをすることができていた。 
   単元当初は、円陣パス等でラリーをすることも難しかったが、単元の最後には、６対６の２本目キ

ャッチルールで、三段攻撃をしながらゲームをすることができるようになった。ほとんどの生徒が技

能ポイントを意識して２つのパスを使うことができていた。技能の上位生徒は、「どちらのパスを使

用すればラリーが続くのか、どのようなパスをしたらアタックを打ちやすいかを考えてパスを使い

分けることができていた。技能の下位生徒は、アンダーハンドパスに固執する傾向が見られたが、プ

レーを人任せにする生徒は単元当初に比べて減り、一人一人がプレーに関わろうとする姿が多く見

られた。 
  



【思考・判断・表現】 
   本授業において、映像資料を見せ作戦ボードを使ったことで、チームでの自己の役割や動き方を

客観的に捉えることができていた。また、その後の授業でも、チームの作戦を立てる時やゲーム中

に、「パスが横にずれてしまうこともあるから、周り人はそれを意識して」「アタックを打つ人は、セ

ッターがキャッチする前から準備するんだよ」等の発言があり、ゲームのレベルとともに発言の質も

上がっていった。技能の下位生徒も、仲間のアドバイスをもとに、ボールや周囲の仲間の動きに合わ

せて自分の動きを変えることができるようになっていった。生徒の感想からも「チームの役に立て

た」「ミスしても仲間が助けてくれた」「仲間の指示通りに動けた」等の感想があり、一人一人がチー

ムプレーの中で、自分の役割を果たすことを考えていたことが伺えた。 
 
 【主体的に学習に取り組む態度】 
   授業前のアンケートでは、体育、バレーボールが嫌いという生徒がおり、その生徒は単元当初ボー

ルから逃げる動きがあった。しかし、単元が進むにつれて、積極的にボールに関わったり笑顔でゲー

ムをしたりと、一生懸命に運動する姿が見られた。また、その生徒の感想からも、「試合の中で空い

ているスペースを意識できた」「前よりもラリーが続いたのは、素早く動けたからだ」等の記述や発

言があった。提示しためあてを意識して粘り強く頑張る姿勢が感じられた。 
 
４ 授業後の生徒の感想 

 

 
 



５ 成果と課題 
（１）成果 
 【知識・技能】 
  ・ウォーミングアップにおいて、ピンポン玉を使って２つのパスの基本練習を行ったことで、興味を

持って積極的に活動することができた。その結果、ほとんどの生徒が、アンダーハンドパスでは落

下点と腕の面、オーバーハンドパスでは落下点と手の三角形を意識することができた。 
  ・ゲームの中でも、オーバーハンドパスとアンダーハンドパスを使い分ける生徒が増えていった。 
 【思考・判断・表現】 
  ・チームで意見を交流する場面では、活発なやり取りをする姿が見られ、自己の課題やチームの課題

について意見を言ったり、仲間の意見を聞いたりして、チームの目標や作戦を話し合うことができ

た。 
  ・自己の動きやチームの動きと映像資料を比較して、課題を見付けることができていた。 
 【主体的に学習に取り組む態度】 
  ・ほとんどの生徒が、バレーボールをすることに楽しみを感じ、笑顔で活発に動くことがきていた。 
  ・話合いに積極的に参加し、チームに貢献しようとしていた。 
 
（２）課題 
 【知識・技能】 
  ・ウォーミングアップで、技能ポイントを押さえた正しいフォームで基本練習ができない生徒が数

名見られたので、正しいフォームを習得しやすくする方策を考える必要がある。 
  ・構え方を指導したにもかかわらず、オーバーハンドパスとアンダーハンドパスの使い分けが瞬時

にできず、ゲーム中に終始手を組み、アンダーハンドパスで構えてしまう生徒がいたので、パスの

特性や目的をドリルゲームやタスクゲームでも感じられるような工夫が必要である。 
 【思考・判断・表現】 
  ・映像資料の見せ方では、「ポイントを絞って見せる」「考えてほしいプレーのみ切り取って見せる」

「スロー再生して見せる」等の工夫があれば、その後の話合い活動がさらに活発になったと考えら

れる。 
  ・チーム数が多かったため、すべてのチームの話合いに教員が関わりきれず、話合いを深められない

チームが出てしまったので、リーダーとなる生徒への指導・支援を充実させることができると良か

った。 
 【主体的に学習に取り組む態度】 
  ・チームや個人の課題設定が難しく、課題解決にたどり着かない生徒がいたため、授業後に達成感を

感じられない生徒も見られた。めあて達成に向けた、チームや個人の課題を明確に持たせるため

に、パスなどの技能習得を客観的に判断できるようにしたり、チームプレーのポイントに気付かせ

たりする手立ての工夫が必要である。また、パス等の技能やチームプレーのポイントについて、生

徒が気付き考えた言葉で、模造紙などに書き溜めていくことで、実感を伴った学びを継続していく

ことにつながると考えられる。 
 


